
俳
僧
文
暁
考

|
|
肥
後
国
八
代
の
俳
諸
宗
匠
を
視
座
と
し
て
|
|

序
文
暁
(
享
保
二

0
1文
化
一
一
一
一
年
)
は
、
肥
後
八
代
、
浄
土
真
宗
仏
光
寺
派

正
教
寺
第
十
世
住
持
で
俳
諸
宗
匠
、
い
わ
ゆ
る
俳
僧
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
俳
僧
と
は
、
西
行
の
よ
う
に
歌
詠
み
で
あ
る
僧
を
歌
僧
と
よ
ぶ

こ
と
に
倣
い
、
俳
譜
を
噌
む
僧
を
い
う
。
仏
道
が
俳
譜
の
理
解
を
深
め
、
俳
譜

が
仏
道
を
説
く
方
便
と
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
を
わ
き
ま
え
て
い
た
僧
と
い
っ

て
よ
い
。
芭
蕉
の
作
品
を
集
成
し
て
蕉
風
復
興
運
動
を
志
し
、
芭
蕉
の
墓
所
で

あ
る
大
津
の
義
仲
寺
の
護
持
に
生
涯
を
費
や
し
た
蝶
夢
(
享
保
十
七
j
寛
政

七
)
や
、
江
戸
日
暮
里
の
本
行
寺
の
住
職
で
、
小
林
一
茶
や
夏
目
成
美
ら
と
親

交
を
深
め
な
が
ら
、
俳
諾
と
仏
道
の
二
道
を
追
究
し
た
一
瓢
(
明
和
八

1
天
保

一
ご
ら
の
系
譜
で
あ
る
。

文
暁
の
俳
人
と
し
て
の
活
躍
は
寛
政
期
(
一
七
八
九
j

一
八

O
ご
で
、

『
俳
語
芭
蕉
談
』
(
享
和
二
、
京
都
菊
舎
太
兵
衛
刊
)
、
及
び
『
花
屋
日
記
』
と

改
題
し
て
流
布
し
た
司
巴
蕉
翁
反
古
文
(
上
下
)
』
(
文
化
八
、
大
阪
塩
屋
忠
兵

衛
刊
)
の
一
端
著
者
で
あ
る
。
こ
の
二
著
は
現
在
い
ず
れ
も
偽
書
と
い
う
扱
い
を

受
け
て
い
る
。

次
に
文
暁
の
生
い
立
ち
に
関
し
て
は
、
旧
来
つ
ま
び
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

虞

泰

輝

こ
と
が
多
か
っ
た
が
γ)こ
の
た
び
正
教
寺
の
寺
伝
を
も
と
に
そ
の
一
端
を
整
理

す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
れ
を
も
と
に
す
れ
ば
、
父
梅
雪
の
本
山
の
要
職
就

任
に
伴
い
、
文
暁
は
青
年
期
を
京
都
で
過
ご
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
の
教
養

は
京
都
で
培
わ
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
は
宗
乗
や
余
乗
・
歴

史
・
名
義
・
和
漢
の
詩
歌
・
歌
学
と
多
岐
に
渡
っ
た
と
い
う
。
こ
の
好
運
は
、

父
梅
雪
が
、
御
所
や
公
儀
で
の
法
要
に
、
仏
光
寺
御
門
跡
門
主
の
御
代
僧
を
務

め
る
ほ
ど
の
実
力
の
持
ち
主
で
、
青
蓮
院
か
ら
も
和
歌
の
才
を
買
わ
れ
て
、
そ

の
宮
と
の
つ
な
が
り
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
父
親
の
学
才
と
顔
の
広
さ
か

ら
、
丈
暁
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
会
い
、
示
唆
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
推
察
で

き
る
。し
か
し
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
俳
文
学
研
究
史
上
の
丈
暁
へ
の
評
価
は
「
『
花

屋
日
記
』
と
い
う
偽
書
を
作
っ
た
人
物
」
と
い
う
点
に
と
ど
ま
っ
た
ま
ま
で
あ

る。

円

i
司
自

A

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
旧
来
手
の
届
い
て
い
な
い
文
暁
の
事
蹟
を
追
跡
し
て
、

俳
僧
文
暁
の
再
考
を
試
み
る
。

丈
暁
に
関
す
る
先
行
研
究
は
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
文
暁

の
『
花
屋
日
記
』
以
外
の
丈
章
や
彼
の
人
生
、
そ
し
て
僧
と
し
て
置
か
れ
た
立



場
を
考
慮
し
た
も
の
は
皆
無
に
近
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
研
究
史

上
に
現
れ
て
い
な
い
丈
暁
の
文
章
や
、
『
俳
諾
百
蕉
談
』
・
「
花
屋
日
記
』
の
践

文
・
そ
の
他
評
論
等
に
も
目
を
向
け
な
が
ら
、
当
時
文
暁
が
こ
れ
ら
の
作
品
を

書
く
こ
と
で
、
仰
を
め
ざ
し
た
の
か
を
考
察
し
て
い
く
。

ま
ず
、
今
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
文
暁
の
人
生
を
略
年
譜
の
形

で
以
下
に
示
し
、
俳
譜
を
暗
ん
で
い
た
時
期
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
同
時
期

の
芭
蕉
顕
彰
の
動
向
を
探
り
、
さ
ら
に
丈
暁
と
『
去
来
抄
』
と
の
関
わ
り
か
ら

『
花
屋
日
記
』
の
創
作
意
図
へ
の
論
を
進
め
て
、
丈
暁
は
誠
実
に
俳
諾
や
芭
蕉

の
人
生
を
追
究
し
、
低
俗
化
し
て
い
く
俳
壇
の
中
で
俳
諾
を
本
質
的
に
極
め
て

い
こ
う
と
し
、
そ
の
中
に
人
間
の
あ
り
方
を
見
出
し
、
僧
と
し
て
民
衆
を
導
く

べ
く
行
動
し
た
人
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
本
稿
に
示
し
た
引
用
文
の
傍
線
や
難
読
語
へ
の
フ
リ
ガ
ナ
は
す
べ
て

筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
文
暁
略
年
譜

-
享
保
一
九
年
(
一
七
三
四
)

-
享
保
二

O
年
(
一
七
三
五
)

-
寛
保
三
年
(
一
七
四
三
)
【
八
歳
】

-
宝
暦
一
一
一
一
年
(
一
七
六
三
)

【
二
十
八
歳
】

明
和
元
年
(
一
七
六
回
)
【
二
十
九
歳
】

明
和
二
年
(
一
七
六
五
)
-
二
十
歳
}

明
和
五
年
(
一
七
六
八
)
【
二
一
十
二
歳
】

明
和
六
年
(
一
七
六
九
)
【
三
一
十
三
歳
}

-
明
和
七
年
(
一
七
七
O
)
【
コ
一
十
四
歳
}

-
明
和
八
年
(
一
七
七
一
)
【
一
二
十
五
歳
】

安
永
元
年
(
一
七
七
二
)
【
三
十
六
歳
】

四
月
、
伯
父
・
支
明
(
蘭
居
)

が
正
教
寺
の
第
九
世
住
持
と
な

り
、
文
暁
の
父
・
梅
雪
は
京
都

へ
上
る
。

文
暁
誕
生
。

芭
蕉
五

O
回
忌
。
蓋
元
坊
「
花

芭
蕉
七

O
回
忌
。
関
更
『
花
の

故
事
』
で
蕉
風
復
帰
を
唱
え
る
。

句

集

劃

粧

書

を

嗣

む

。

桃
鏡
、
『
芭
蕉
翁
真
跡
集
』
。
芭

蕉
の
筆
跡
判
定
の
基
準
。

渡
辺
太
郎
介
(
千
里
)
か
ら
香

炉
が
寄
進
さ
れ
る
。

蝶
夢
、
=
一
河
国
岡
崎
に
五
升
庵

を
結
ぶ
。

娘
・
琴
誕
生
。

長
男
・
一
乗
誕
生
。

伯
父
・
支
明
(
蘭
居
)
が
京
都

に
上
る
。

-
宝
暦
三
年
(
一
七
五
三
)
{
十
八
歳
】

-
{
玉
暦
四
年
(
一
七
五
四
)
【
十
九
歳
】

-
宝
暦
五
年
(
一
七
五
五
)
【
二
十
歳
】

-
宝
暦
七
年
(
一
七
五
七
)
【
二
十
二
歳
】

-
宝
暦
九
年
(
一
七
五
九
)
【
一
一
十
四
歳
】

け供
。養

芭
荏

年
忌
集
の
先
駆

こ
の
時
ま
で
に
は
、
丈
暁
八
代

に
帰
郷
。
時
習
館
、
有
馬
白
興

の
金
岳
と
い
う
人
物
宛
の
書
簡

に
文
暁
の
名
前
あ
り
。

六
月
十
日
、
父
・
梅
雪
没
。
(
四

十
五
歳
)

球
磨
川
氾
濫
、
荻
原
堤
防
が
決

壊。

。。
唱
E
A

八
代
伝
習
堂
設
置
。

家
太
『
百
蕉
匂
解
」
、
芭
蕉
発
句

注
釈
の
先
鞭
。

-
宝
暦
十
一
年
(
一
七
六
一
)
【
二
十
六
歳
】
正
教
土
寸
第
十
世
住
持
と
な
る
。

-
宝
暦
一
一
一
年
(
一
七
六
二
)
{
二
十
七
歳
】
二
柳
、
京
双
林
寺
で
墨
直
し
会

を
主
催
。

暁
台
『
秋
の
日
』
。
芭
蕉
復
古
運

動
に
乗
り
出
す
。

十
巴
蕉
八

O
回
忌
。
蕪
村
・
樗
良

歌
仙
興
行
。
風
徳
『
百
蕉
文

集』
o

公
刊
芭
蕉
文
集
の
幡
矢
。

暁
台
『
去
来
抄
』
校
訂
・
刊
行
。

京
市
風
復
古
運
動
最
盛
。
蕪
村
編

T
巴
蕉
翁
附
合
集
』
多
太
編
『
芭

蕉
翁
附
合
集
』
0

六
月
十
日
、
父
・
梅
雪
の
三
十

五
回
忌
。

六
月
二
十
三
日
、
伯
父
・
支
明

(
蘭
居
)
没
。

Q
U
 

唱

a
A

-
安
永
二
年
(
一
七
七
一
二
)
{
一
二
十
七
歳
】

-
安
永
田
年
(
一
七
七
五
)
【
三
十
九
歳
}

安
永
五
年
(
一
七
七
六
)
【
四
十
歳
】

-
安
永
七
年
(
一
七
七
八
)
【
四
十
二
歳
】

-
天
明
一
プ
年
(
一
七
八
二
)
【
四
十
七
歳
】

-
天
明
三
年
(
一
七
八
三
己
{
四
十
八
歳
】

李完
存立
:王隠
宮尾
な ;?t

モ第
義f
喬E
が

芭
蕉
九

O
回
忌
。
暁
台
、
近
江

国
善
所
・
京
で
芭
蕉
百
回
忌
取

越
追
善
俳
詰
を
盛
大
に
催
す
。

芭
蕉
塚
、
各
地
に
建
立
。
蕪
村



天
明
六
年
(
一
七
八
六
)
{
五
十
一
歳
】

-
天
明
七
年
(
一
七
八
七
)
【
五
十
一
一
歳
}

-
寛
政
元
年
(
一
七
八
九
)
【
五
十
四
歳
】

-
寛
政
二
年
(
一
七
九
O
)
【
五
十
五
歳
}

文
化
二
年
(
一
八
O
五
)
【
七
十
歳
】

文
化
三
年
(
一
八
O
六
)
【
七
十
一
歳
】

文
化
四
年
(
一
八
O
七
)
【
七
十
二
歳
}

文
化
六
年
(
一
八
O
九
)
【
七
十
四
歳
】

文
化
七
年
(
一
八
一

O
)
【
七
十
五
歳
}

没。四
月
義
喬
と
と
も
に
京
都
へ
上

る
。
義
喬
は
本
山
で
研
鎖
。

対
瑚
凶
閥
期
計
創
刊

1
『
露
葵
庵

蘭
居
遺
稿
』
を
出
版
。

七
月
帰
院
。

九
月
二
日
、
義
喬
没
(
二
十
五

歳
)
0

九
月
二
十
六
日
、
義
喬
の
子
・

厳
城
誕
生
。

十
二
月
慈
思
寺
の
了
照
を
養
子

に
向
か
え
、
第
十
二
世
と
す
る
。

闘
更
、
東
山
に
芭
蕉
堂
創
立
。

『
花
供
養
』
復
刊
。
以
降
、
花
供

養
の
定
例
化
。

関
更
、
『
半
化
坊
発
句
集
」
で
京

俳
壇
で
の
地
位
を
確
立
。

暁
台
、
二
条
{
永
か
ら
「
花
の
本

朝
野
重
兵
衛
と
謡
曲
『
無
、
軍
守
』

『
緑
川
』
『
不
知
火
』
『
菊
池
』
を

出
版
。

芭
蕉
、
朝
廷
か
ら
「
飛
音
明
神
」

の
神
号
を
与
え
ら
れ
る
。

四
月
、
麦
太
来
訪
。

八
月
、
銅
剣
剖
叫
」
制
覇
山
羽
稲

劃
捌
叫
国
到
叶

一
月
三
一
日
、
妻
・
智
光
院
恵
明

尼
没
(
七
十
一
歳
)

十
一
一
月
二
十
一
日
、
伯
母
(
支

明
の
妻
)
・
慈
光
院
貞
因
尼
没

(
八
十
七
歳
)

0

宗
匠
」
の
称
号
を
授
か
る
。

寛
政
三
年
(
一
七
九
二
【
五
十
六
歳
}

蝶
夢
の
案
に
よ
り
、
義
仲
寺
境

内
に
粟
津
丈
庫
が
修
築
。
史
上

初
の
俳
譜
専
門
図
書
館
。

-
寛
政
四
年
(
一
七
九
三
)
【
五
十
七
歳
】

五
月
二
十
一
日
、
島
原
大
変
肥

後
迷
惑
(
島
原
を
中
心
と
し
た

大
地
震
)
が
起
き
る
。
余
震
多

。古
c

マ
今
ノ十
一
一
月
二
十
五
日
、

一
茶
東
胡
。

-
寛
政
五
年
(
一
七
九
一
一
一
)
【
五
十
八
歳
】

-20一

芭
蕉
一

O
O回
忌
の
年
。
関
更
、

「
花
の
本
宗
匠
」
授
与
。
神
祇
伯

白
川
家
、
芭
蕉
に
「
桃
青
霊
神
」

の
神
号
を
授
け
る
。

-
寛
政
一

O
年
(
一
七
九
八
)
【
六
十
二
歳
】
一
一
柳
、
「
花
の
本
宗
匠
」
授
与
。

関
更
没
。

享
和
二
年
(
一
八
O
二
)
【
六
十
七
歳
】

代
松
江
城
第
八
世
御
之
の
死
を

悼
ん
だ
。
俳
譜
興
行
も
あ
り
。

文
化
八
年
(
一
八
一
一
)
【
七
十
六
歳
】

丈
化
九
年
(
一
八
一
二
)
【
七
十
七
歳
】

-
文
化
十
一
一
一
年
(
一
八
一
六
)
【
八
十
一
歳
}
一
一
一
月
三
日
、
文
暁
没
。

上

こ
の
年
譜
に
よ
れ
ば
、
文
暁
は
享
保
二

O
年
(
一
七
三
一
五
)
に
こ
の
世
に
生

を
受
け
て
以
降
十
八
歳
ま
で
の
確
実
な
記
録
は
見
い
だ
せ
な
い
。
し
か
し
、
文

暁
が
十
八
歳
に
な
る
と
き
に
は
、
肥
後
国
八
代
(
現
在
の
熊
本
県
八
代
市
)
の

正
教
寺
に
居
た
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
寺
伝
に
よ
る
も
の
で
、
熊
本

時
習
館
の
有
馬
白
艇
の
金
岳
と
い
う
人
物
宛
の
書
簡
に
、
丈
暁
の
名
前
が
見
て

取
れ
る
こ
と
か
ら
判
断
で
き
る
。
そ
こ
に
は
、
帰
郷
し
て
聞
も
な
か
っ
た
の

か
、
伯
父
支
明
に
遠
慮
し
て
和
歌
・
俳
譜
を
あ
ま
り
積
極
的
に
噌
ん
で
い
な
い

よ
う
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
明
和
元
年
(
一
七
六
四
)
に
は
二
十
九
歳

で
「
青
蜜
柑
集
』
と
い
う
句
集
を
編
ん
で
い
る
こ
と
が
寺
伝
に
よ
っ
て
わ
か
っ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
遅
く
と
も
こ
の
時
期
に
は
あ
る
程
度
俳
諸
に
手
を
染

め
て
い
た
と
分
か
る
。
こ
こ
か
ら
文
化
十
三
年
(
一
八
一
六
)
に
八
十
一
歳
で

な
く
な
る
ま
で
の
聞
が
俳
詰
宗
匠
、
す
な
わ
ち
俳
僧
と
し
て
活
躍
し
た
時
期
で
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あ
る
。右
の
略
年
譜
で
整
理
さ
れ
た
文
暁
の
人
生
を
見
て
み
る
と
、
俳
文
学
史
的
に

看
過
で
き
な
い
内
容
で
溢
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
明
和
二
年
(
一
七
六
五
)

に
、
文
暁
が
長
崎
の
去
来
の
縁
戚
で
あ
る
外
尾
氏
を
訪
ね
、
『
去
来
抄
』
「
故

実
」
を
含
む
、
芭
蕉
に
関
す
る
書
物
を
借
り
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
重
視
し
、

そ
れ
が
『
花
屋
日
記
』
が
偽
書
で
は
な
く
、
創
作
さ
れ
た
芭
蕉
伝
記
で
あ
る
と

考
え
る
筆
者
の
見
解
に
有
効
か
ど
う
か
を
吟
味
す
る
。
そ
の
際
、
後
世
の
文

人
・
論
客
の
批
評
も
参
看
し
、
丈
暁
が
俳
僧
と
し
て
成
し
遂
げ
た
業
績
の
評
価

に
及
ぶ
こ
と
に
す
る
。

二
、
文
暁
と
『
去
来
抄
』

文
暁
は
、
享
和
二
年
(
一
八
O
二
)
に
京
都
の
菊
屋
太
兵
衛
か
ら
『
俳
詰
芭

蕉
談
」
出
版
し
た
。
こ
の
作
品
は
丈
暁
が
書
き
上
げ
た
も
の
で
は
な
く
、
編
集

し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
だ
。
そ
れ
は
、
こ
の
「
俳
詰
芭
蕉
談
』
に
は
、
『
去

来
抄
』
の
「
故
実
」
が
そ
の
ま
ま
載
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け

が
理
由
で
は
な
い
。
文
暁
が
こ
の
作
品
に
つ
け
た
蹴
丈
を
見
る
と

け
い
ほ

明
和
乙
酉
余
遊
噴
浦
。
過
外
尾
氏
後
亭
。
得
園
字
之
書
。
無
外
策
且
編
首

相
熟
書
名
。
余
電
嘱
之
則
多
百
蕉
翁
所
興
諸
門
人
論
排
矢
口
述
之
語
市
卯
七
所

記
也
。
余
心
喜
而
好
之
。
警
如
奮
塚
得
周
書
魯
壁
得
聖
経
也
。
請
之
而
蹄

蔵
諸
僅
中
而
秘
之
敷
十
年
失
。
尾
藩
竹
有
日
。
長
秘
此
書
而
戒
之
。
埋
金

於
土
中
投
珠
於
海
底
之
類
也
。
不
如
刻
之
而
利
人
之
為
当
愈
也
。
余
信
彼

人
之
言
薦
。
今
弦
遊
京
師
謀
薩
闘
聖
使
書
津
菊
合
梓
之
。
私
題
為
芭
蕉

俳
論
書
。
自
筆
稿
三
・
写
二
。
宝
永
元
(
一
七
O
四
)
年
ご
ろ
成
。
「
先

師
評
」
「
同
門
評
」
「
故
実
」
「
修
行
」
の
四
篇
よ
り
成
り
、
前
二
者
は
大

東
急
記
念
文
庫
に
自
筆
稿
(
半
二
)
が
伝
存
す
る
。
(
中
略
)
版
本
『
去

来
抄
』
(
半
三
。
暁
台
訂
正
、
呑
冥
校
。
安
永
四
〈
一
七
七
五
〉
三
、
井

筒
屋
庄
兵
衛
ほ
か
二
軒
刊
。
同
三
・
一

O
、
暁
台
序
。
士
朗
践
。
一
音

書
)
は
「
故
実
」
を
欠
き
、
一
部
字
句
に
改
震
の
跡
が
あ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
一
番
古
い
伝
本
で
あ
る
大
東
急
記
念
文
庫
本
に
は
「
故

実
」
「
修
行
」
が
欠
け
て
い
る
。
ま
た
、
暁
台
等
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
安
永

板
本
も
「
故
実
」
を
欠
い
て
い
る
。
で
は
、
「
故
実
」
は
い
つ
か
ら
文
学
史
上

に
登
場
す
る
の
か
諸
本
に
つ
い
て
情
報
を
ま
と
め
る
。

は
じ
め
に
、
国
立
国
会
図
書
館
本
(
写
本
)
に
つ
い
て
は
、
四
篇
が
そ
ろ
っ

て
い
る
。
「
先
師
評
」
「
同
門
評
」
に
つ
い
て
は
大
東
急
記
念
文
庫
本
に
忠
実
で

あ
る
こ
と
か
ら
草
稿
本
系
統
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、

「
故
実
」
「
修
行
」
の
底
本
と
も
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者
・
書
写
年
代
は

未
詳
で
あ
る
と
い
う
点
に
問
題
が
あ
る
。

次
に
、
天
理
図
書
館
巻
子
本
(
写
本
)
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
書
写
年
代
は
未

詳
。
そ
し
て
、
天
理
図
書
館
本
(
写
本
)
だ
が
、
題
築
は
「
芭
蕉
翁
評
談
去

来
抄
上
中
下
合
巻
」
と
あ
り
、
巻
末
の
識
語
に
{
玉
暦
九
年
(
一
七
五
九
年
)

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
暁
が
外
尾
氏
か
ら
『
去
来
抄
』
を
借
り
る
六
年
前
に
書

写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
写
本
は
内
容
を
大
ま

か
に
ま
と
め
て
書
き
取
っ
た
も
の
で
『
去
来
抄
』
原
本
を
忠
実
に
伝
え
る
も
の

談
。
以
為
後
世
之
宝
筏
鷲
。

享
和
壬
成
六
月
穀
旦
題
子
平
安
客
舎

東
肥
簿
丈
暁

と
あ
る
。
正
教
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
文
暁
は
明
和
二
年
(
一
七
六
五
)
に
長

崎
の
去
来
の
縁
戚
外
尾
氏
を
訪
ね
『
去
来
抄
』
の
版
本
と
写
本
を
そ
れ
ぞ
れ
借

り
て
い
る
。
こ
の
寺
伝
は
、
こ
の
蹴
丈
を
理
由
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

欧
文
の
内
容
を
簡
単
に
整
理
す
れ
ば
、
「
卯
七
の
縁
戚
外
尾
氏
の
と
こ
ろ
に
遊

ん
だ
際
に
、
書
名
も
何
も
な
い
書
物
を
見
つ
け
た
。
読
ん
で
み
る
と
、
芭
蕉
が

諸
門
人
に
対
し
て
与
え
た
論
弁
答
述
の
語
を
卯
七
が
書
き
記
し
た
と
思
し
き
も

の
で
あ
っ
た
。
芭
蕉
を
敬
慕
す
る
文
暁
は
こ
の
発
見
を
喜
び
、
八
代
に
持
っ
て

帰
り
、
薩
摩
の
闘
史
の
手
助
け
の
も
と
京
の
菊
屋
太
兵
衛
か
ら
上
梓
し
た
。
名

前
が
無
い
の
で
、
私
(
文
暁
)
が
題
を
つ
け
て
『
芭
蕉
談
」
と
す
る
。
こ
れ

は
、
後
世
の
宝
と
な
る
だ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
書
物
は
、
丈
暁
の
手
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
と
位
置
付
け
る
の

で
は
な
く
、
外
尾
氏
の
家
で
見
つ
け
た
書
物
を
編
集
し
出
版
し
た
と
考
え
る
の

が
妥
当
だ
。
そ
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
俳
諸
宗
匠
と
し
て
尊
敬
す
る
芭
蕉
に
関
す

る
書
物
を
編
纂
し
、
先
師
の
生
き
た
姿
を
世
に
広
め
る
と
い
う
喜
び
と
責
任
感

が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
こ
の
作
品
の
一
部
に
『
去
来
抄
」
「
故
実
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
『
去
来
抄
』
「
故
実
」
が
ど
う
い
う

も
の
で
あ
る
か
を
明
確
に
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
以
下
に
、
『
俳
文
学
大
辞
典
」

の
「
去
来
抄
」
の
項
(
尾
形
伯
氏
執
筆
)
を
援
用
す
る
。

-22-

と
い
う
点
で
は
問
題
が
あ
る
。

最
後
に
、
丈
里
筆
写
淡
々
本
(
写
本
)
を
紹
介
し
た
い
。
こ
れ
は
、
復
本
一

郎
氏
に
よ
れ
ば
、
半
時
庵
淡
々
が
機
会
を
得
て
去
来
自
筆
本
か
ら
書
写
し
て
門

人
に
伝
来
し
た
も
の
を
、
文
化
三
年
(
一
八
O
六
年
)
に
田
辺
文
里
が
写
し
た

も
の
。
誤
字
脱
字
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
素
性
の
明
ら
か
な
「
故
実
」
篇
の
書

写
と
し
て
は
現
存
唯
一
と
い
う
。
つ
ま
り
、
『
去
来
抄
』
四
篇
す
べ
て
が
書
写

し
た
者
の
意
図
が
介
在
せ
ず
、
い
つ
書
写
し
た
の
か
正
確
に
わ
か
る
状
態
の
も

の
、
換
言
す
れ
ば
、
素
性
の
明
ら
か
な
、
原
本
に
沿
っ
た
形
の
「
故
実
」
が
文

学
史
上
に
登
場
す
る
の
は
文
化
三
年
(
一
八
O
六
年
)
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

暁
台
の
「
去
来
抄
』
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
故
実
」
を
人
々

の
前
に
披
露
し
た
と
い
、

1
瓜
は
丈
暁
の
業
績
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
そ
の
時
期
が
、
文
化
三
年
(
一
八
O
六
年
)
よ
り
も
前
で
あ
っ
た
と
い
う

の
も
着
目
し
て
よ
い
点
で
あ
ろ
う
。

今
日
広
く
『
去
来
抄
』
を
享
受
で
き
る
の
は
淡
々
や
文
里
の
功
績
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
前
に
世
に
「
故
実
」
を
提
示
し
て
い
た
の

は
丈
暁
で
あ
る
と
い
、
ユ
事
実
も
今
後
は
考
慮
に
入
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
の
本
の
初
版
本
の
序
文
は
青
羅
の
弟
子
玉
屑
が
書
い
て
い
る
。
そ
こ
に

は
、
こ
の
本
は
丈
暁
が
「
長
崎
卯
七
が
家
に
持
ち
伝
え
し
を
、
(
中
略
)
今
愛

に
梓
に
の
ぼ
さ
ん
と
す
る
は
、
誠
に
祖
翁
の
と
こ
の
あ
ま
れ
る
燈
を
か
冶
く
る

に
似
た
れ
ば
、
是
が
肢
の
心
に
ま
か
せ
て
芭
蕉
談
と
よ
ば
ん
は
げ
に
」
と
こ
の

本
の
出
版
ま
で
の
経
緯
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
序
文
は
後
刷
本
か
ら

は
外
さ
れ
、
代
わ
り
に
亜
渓
の
序
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
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も
の
〉
名
は
み
な
借
り
も
の
に
し
て
、
形
容
健
順
、
お
の
ず
か
ら
い
に
し

へ
聖
か
し
こ
み
、
人
の
た
の
し
み
ふ
れ
お
け
る
な
り
。
さ
れ
ば
俳
譜
の
名

は
、
唐
人
の
ふ
み
、
大
和
の
人
の
ふ
み
に
も
書
い
出
せ
り
。
そ
の
名
み
な

借
り
物
に
て
、
も
ち
ふ
る
所
、
人
々
の
ま
な
こ
心
よ
り
な
り
き
。

今
祖
翁
の
は
い
か
い
の
名
も
、
風
雅
の
上
に
か
り
用
ひ
、
は
ゐ
か
い
の
禅

に
し
て
、
其
ひ
と
つ
の
道
を
得
た
ら
む
や
。
な
ほ
此
集
の
趣
は
よ
み
て
し

る
べ
し
。
た
f

思
ひ
を
の
ベ
、
季
に
遣
は
る
こ
」
と
な
か
れ
と
な
む
。

湖
東
美
松
山
人
亜
渓

亜
渓
は
こ
こ
で
、
俳
譜
と
い
う
も
の
を
ひ
と
つ
の
「
道
」
と
し
て
捉
え
て
い

る
。
つ
ま
り
、
俳
諾
は
単
な
る
言
葉
遊
び
で
は
な
く
、
剣
道
や
茶
道
な
ど
と
同

じ
よ
う
に
、
「
俳
諾
」
と
い
う
芭
蕉
が
完
成
さ
せ
た
こ
の
丈
芸
に
携
わ
る
こ
と

を
通
じ
て
、
生
き
方
や
そ
こ
に
あ
る
哲
学
を
体
現
し
、
自
身
の
修
練
を
行
っ
て

い
く
「
道
」
で
あ
る
と
一
一
一
百
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
集
め
ら
れ
た
芭

蕉
に
関
す
る
記
述
を
単
な
る
丈
暁
の
収
集
物
の
塊
と
し
て
で
は
な
く
、
「
俳
語

道
」
「
芭
蕉
道
」
を
探
求
し
て
い
く
上
で
の
糧
と
せ
よ
と
い
う
の
が
亜
渓
の
序

文
の
本
質
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
時
代
の
俳
壇
で
は
芭

蕉
伝
説
は
商
品
と
し
て
商
わ
れ
て
い
る
節
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
と
は
一
線
を
画

す
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
文
暁
と
い
う
人
は
芭
蕉
を
商
う
商
人
の
よ
う
な
宗
匠
で
は
な

く
、
芭
蕉
が
作
り
上
げ
た
「
道
」
を
歩
む
者
と
し
て
芭
蕉
を
追
及
し
伝
承
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

カ
そ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
払
拭
す
る
一
筋
の
光
を
直
弟
子
去
来
の
縁
戚
外
尾

氏
宅
か
ら
発
見
し
た
無
名
の
「
園
字
之
書
」
に
見
出
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
出
版
物
を
通
し
て
芭
蕉
の
生
き
方
を
九
州
の
人
々
に
伝
え

「
俳
語
道
」
に
導
、
び
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
文
暁
に
こ
の
よ
う
な
行
動
を
起

こ
さ
せ
た
要
因
は
、
八
代
の
俳
譜
宗
匠
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と
浄
土
真
宗
の
僧

と
し
て
民
衆
を
導
こ
う
と
い
、
立
意
識
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一、

「
花
屋
日
記
』

の
創
作
意
図

「
花
屋
日
記
』
は
、
文
暁
の
芭
蕉
伝
記
「
芭
蕉
翁
反
古
文
(
上
下
)
』
(
文
化

八
年
自
序
)
の
後
刷
・
改
題
本
の
書
名
で
あ
る
。
後
刷
・
改
題
本
の
存
在
は
一

八
0
0年
代
に
、
こ
の
書
名
で
本
書
が
広
く
流
布
し
た
こ
と
を
示
す
。
し
か

し
、
昭
和
十
年
(
一
九
三
五
)
、
小
宮
豊
隆
氏
は
こ
れ
を
岩
波
文
庫
化
し
、
そ

の
解
題
に
お
い
て
、
其
角
「
芭
蕉
翁
終
駕
記
」
・
支
考
『
笈
日
記
』
・
路
通
『
百

蕉
翁
行
状
記
』
な
ど
を
も
と
に
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
こ
の
作
品
を
「
偽

書
」
と
断
じ
た
。
そ
の
後
、
俳
文
学
研
究
の
坦
上
に
上
が
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
だ
が
、
一
方
で
こ
の
作
品
や
文
暁
を
高
く
評
価
し
た
人
物
も
い
る
。
そ
れ

は
、
作
家
・
詩
人
た
ち
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
正
岡
子
規
・
室
生
犀
星
・
島

崎
藤
村
・
芥
川
龍
之
介
・
小
島
政
二
撃
で
あ
る
。
特
に
、
芥
川
龍
之
介
が
本

作
を
『
枯
野
抄
』
の
土
台
と
し
た
の
は
有
名
な
話
で
あ
る
。

管
見
の
範
囲
で
は
あ
る
が
、
旧
来
の
俳
文
学
の
研
究
の
中
で
、
『
花
屋
日
記
』

に
対
す
る
作
家
・
詩
人
の
言
説
を
真
正
面
か
ら
検
討
し
た
も
の
は
な
い
。

そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
『
花
屋
日
記
』
の
二
人
の
校
訂
者
、
つ
ま
り
、
小
宮
豊

隆
・
籾
山
庭
後
両
氏
の
そ
れ
ぞ
れ
の
解
題
を
比
較
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
正
岡

そ
の
点
で
、
玉
屑
の
序
文
よ
り
も
亜
渓
の
書
い
た
も
の
の
方
が
優
れ
た
序
文

で
あ
る
と
い
え
る
。
玉
屑
の
序
文
が
残
さ
れ
て
広
く
流
布
し
て
い
れ
ば
「
俳
苦

芭
蕉
談
』
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
文
暁
の
手
元
に
来
た
か
は
明
る
み
に
な
っ
て

い
た
だ
ろ
う
が
、
こ
の
こ
と
は
先
に
示
し
た
丈
暁
自
身
の
欧
文
で
も
述
べ
ら
れ

て
い
る
の
で
後
刷
本
か
ら
は
は
ず
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
『
俳
諾
芭
蕉
談
』
に
つ
い
て
、
大
内
初
夫
氏
は
、
「
こ
の
作
品
の
「
故

実
」
に
相
当
す
る
箇
所
以
外
は
出
典
が
明
ら
か
で
な
く
、
編
者
の
偽
作
と
も
思

わ
れ
信
用
で
き
な
い
己
と
し
て
い
る
。

大
内
氏
の
言
う
よ
う
に
「
故
実
」
に
相
当
す
る
上
巻
の
前
半
部
分
以
外
は
出

典
不
明
の
俳
話
や
野
坂
や
正
秀
の
書
き
留
め
た
と
さ
れ
る
こ
と
や
文
暁
が
創
作

し
た
と
思
わ
れ
る
物
語
を
雑
然
と
収
録
し
て
い
る
の
で
、
現
代
の
編
集
や
研
究

の
常
識
に
照
合
し
て
考
え
る
と
信
用
で
き
な
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て

研
究
の
坦
上
か
ら
葬
り
去
っ
て
よ
い
も
の
で
は
な
い
。

先
に
見
て
き
た
丈
暁
や
『
俳
譜
百
蕉
談
』
の
序
文
を
も
と
に
、
地
方
の
一
俳

僧
が
編
者
と
な
り
、
同
じ
俳
僧
の
玉
屑
な
ど
他
者
の
力
を
借
り
つ
つ
出
版
し
た

の
は
、
市
井
に
広
く
芭
蕉
の
築
い
た
「
俳
諸
道
」
を
紹
介
す
る
た
め
で
あ
る
と

肯
定
的
に
評
価
を
下
し
た
い
。
さ
ら
に
、
九
州
で
活
躍
し
て
い
た
人
物
と
し
て

同
じ
九
州
の
外
尾
氏
宅
か
ら
芭
蕉
関
連
の
書
物
を
発
見
し
た
と
い
う
こ
と
を
九

州
以
外
の
俳
人
た
ち
に
一
不
す
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た
と
考
え
る
。
だ
か
ら
、
同

じ
肥
後
国
の
生
ま
れ
の
玉
屑
に
最
初
の
序
文
を
頼
ん
だ
こ
と
と
も
つ
な
が
る
。

当
時
の
文
化
の
中
心
は
や
は
り
京
都
・
大
阪
・
江
戸
と
い
っ
た
大
都
市
で
、

東
北
の
よ
う
に
百
蕉
が
行
脚
し
た
と
い
う
歴
史
も
な
い
九
州
と
い
う
僻
地
に
お

い
て
、
芭
蕉
の
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
俳
譜
は
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
関

西
以
北
に
い
る
俳
人
た
ち
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

4
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子
規
な
ど
作
家
・
詩
人
の
文
章
が
こ
の
作
品
に
与
え
た
評
価
を
時
系
列
に
整
理

し
て
、
そ
の
様
相
を
把
握
し
た
い
。

そ
の
上
で
、
小
宮
氏
を
は
じ
め
と
し
た
旧
来
こ
の
作
品
に
評
価
を
与
え
た

人
々
が
指
摘
し
て
こ
な
か
っ
た
文
暁
の
文
章
も
参
照
し
な
が
ら
、
こ
の
作
品
は

「
偽
書
」
と
断
じ
ら
れ
て
久
し
い
が
本
当
に
「
取
る
に
足
り
な
い
」
作
品
で
あ

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

は
じ
め
に
、
簡
単
に
内
容
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。

本
作
は
、
上
下
に
分
か
れ
て
い
る
。
上
巻
は
日
記
体
で
、
元
禄
七
年
(
一
六

九
四
)
九
月
九
日
、
奈
良
を
経
て
大
阪
に
入
っ
た
芭
蕉
が
、
同
月
二
十
七
日
に

園
女
亭
に
招
か
れ
、
山
海
の
珍
味
を
も
っ
て
も
て
な
さ
れ
て
以
後
に
発
病
し
、

そ
こ
に
集
ま
っ
た
弟
子
達
と
の
最
後
の
俳
遊
の
様
子
が
措
か
れ
る
。
そ
し
て
、

弟
子
が
か
わ
る
が
わ
る
そ
の
日
の
様
子
や
感
想
を
記
す
と
い
弓
構
成
に
な
っ
て

お
り
、
芭
蕉
の
病
状
の
進
行
や
俳
詰
に
関
す
る
言
動
を
逐
一
拾
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
こ
の
巻
の
中
で

E
蕉
は
あ
の
世
に
旅
立
ち
、
弟
子
た
ち
に
よ
る
葬
送
の

様
子
、
そ
れ
か
ら
、
百
蕉
の
兄
へ
の
遺
言
状
を
載
せ
て
終
わ
る
。
一
方
、
下
巻

に
は
弟
子
た
ち
の
書
簡
や
遺
品
整
理
に
つ
い
て
の
記
述
を
掲
載
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
作
品
中
で
描
か
れ
る
芭
蕉
の
姿
は
い
ず
れ
も
「
普
通
の
人
」
で

あ
る
。
丈
暁
は
、
病
魔
に
侵
さ
れ
、
弱
っ
て
ゆ
く
百
蕉
を
、
人
間
一
般
の
姿
と

し
て
、
時
系
列
に
丁
寧
に
描
い
た
の
で
あ
っ
て
、
「
俳
聖
」
と
呼
ば
れ
、
神
格

化
さ
れ
が
ち
な
百
蕉
像
を
作
り
あ
げ
よ
う
と
し
て
は
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
神
格
化
さ
れ
が
ち
な
芭
蕉
の
終
罵
の
様
子
を
人
間
一
般
の
そ

れ
と
し
て
描
い
た
本
作
に
対
す
る
評
価
を
以
下
に
見
て
い
き
た
い
。

は
じ
め
に
挙
げ
る
の
は
、
小
宮
豊
隆
校
訂
『
花
屋
日
記
』
岩
波
書
庖
・
昭
和
一

O
年
(
一
九
三
五
年
)
の
解
題
で
あ
る
。
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岩
波
書
庖
か
ら
文
庫
本
と
し
て
『
花
屋
日
記
』
の
校
訂
を
頼
ま
れ
た
時
、

私
は
即
座
に
承
諾
す
る
気
に
な
れ
な
か
っ
た
。
『
花
屋
日
記
」
が
、
芭
蕉

の
直
弟
子
た
ち
の
日
記
に
仮
託
さ
れ
て
ゐ
る
に
も
拘
は
ら
ず
、
賓
は
ま
っ

か
贋
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
事
は
、
あ
ま
り
に
も
明
白
な
事
責
だ
か
ら
で
あ

る
。
然
し
岩
波
書
庖
の
主
意
が
、
是
を
初
め
か
ら
偽
書
断
っ
て
出
版
す
る

に
あ
る
の
だ
と
聴
い
て
私
は
急
に
乗
り
気
に
な
り
、
そ
れ
を
引
き
受
け

て
し
ま
っ
た
。

正
岡
子
規
が
是
を
読
ん
で
感
動
の
涙
を
こ
ぼ
し
て
以
来
、
俳
壇
乃
至
文
壇

で
は
、
『
花
屋
日
記
』
は
、
と
も
か
く
有
名
な
存
在
で
あ
る
。
芥
川
龍
之

介
は
、
こ
の
「
花
屋
日
記
』
を
土
蓋
と
し
て
、
彼
の
『
枯
野
抄
』
を
組
み

立
て
た
。
『
花
屋
日
記
」
が
、
そ
の
場
所
に
置
か
れ
て
・
文
庫
本
と
な
る
事

は
、
張
三
李
四
の
作
品
が
文
庫
本
と
な
る
よ
り
も
造
に
有
意
義
な
事
で
あ

る
に
違
ひ
な
い
。
『
花
屋
日
記
』
が
そ
の
場
所
に
置
か
れ
る
と
は
、
一
言
ふ

ま
で
も
な
く
そ
れ
が
偽
書
と
し
て
l
肥
後
の
僧
丈
暁
の
創
作
と
し
て
取
り

扱
は
れ
る
と
い
ふ
事
で
あ
る
。

勿
論
「
花
屋

H
記
』
の
著
者
は
、
是
を
創
作
と
し
て
見
て
も
ら
は
う
と
、

思
っ
て
ゐ
な
か
っ
た
に
は
相
違
な
い
。
第
一
そ
れ
で
は
昔
時
、
誰
も
出

板
を
引
き
受
け
て
は
く
れ
な
か
っ
た
ら
う
。

そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
丈
暁
は
、
是
を
、
去
来
以
下
の
芭
蕉
の
直
弟
子
た
ち
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
、
芭
蕉
終
鷲
記
と
見
せ
か
け
る
為
に
特
別
な
序
文
を
書

き
、
特
別
な
頭
注
を
つ
け
、
校
合
者
と
し
て
大
阪
の
花
屋
庵
奇
淵
を
引
っ

張
り
込
む
の
み
な
ら
ず
、
ほ
ん
と
に
直
弟
子
た
ち
の
書
い
た
も
の
か
ら
材

十
一
日
の
タ
へ
大
坂
に
着
き
て
、
何
心
な
く
翁
の
行
方
覚
束
な
し
と
ば
か

り
に
尋
け
れ
ば
、
か
く
な
や
み
お
は
す
と
い
ふ
に
胸
さ
は
ぎ
、
と
く
か
け

つ
け
て
病
床
に
う
か
ず
ひ
よ
り
、
い
は
ん
か
た
な
き
懐
(
ヲ
モ
ヒ
)
を
の

べ
、
力
な
き
声
の
調
を
か
は
し
た
り
。
(
『
芭
蕉
翁
終
罵
記
』
)

『
花
屋
日
記
』
の
引
用
箇
所
の
ほ
う
に
「
時
雨
す
」
と
あ
る
の
は
『
芭
蕉
翁

終
罵
記
』
の
こ
の
後
に
其
角
の
「
吹
井
よ
り
鶴
を
招
か
ん
時
雨
か
な
」
の
句
が

載
せ
て
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
対
比
す
る
だ
け
で
も
『
花
屋
日
記
』
の
本

文
は
先
行
文
献
を
綴
密
に
引
用
し
た
と
は
一
一
旨
い
に
く
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と

い
っ
て
丈
暁
の
創
作
活
動
に
「
悪
意
」
が
介
在
し
て
い
た
と
す
ぐ
に
断
じ
る
の

は
軽
率
で
あ
る
。

文
暁
は
、
其
角
の
句
を
読
ん
だ
上
で
自
身
の
作
品
に
は
句
を
そ
の
ま
ま
引
用

す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
場
面
に
時
雨
を
降
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
句
を
置
か

ず
し
て
句
か
ら
読
み
取
っ
た
「
俳
景
」
や
余
情
を
『
花
屋
日
記
」
の
中
の
其
角

に
ま
と
わ
せ
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
芭
蕉
終
罵
の
場
に
立
ち
会
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
轍
密
な
引
用

や
書
写
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
は
小
宮
氏
の
言
う
よ
う
に
こ
の
作
品

は
偽
書
で
あ
る
が
、
研
究
の
祖
上
か
ら
葬
る
に
は
尚
早
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
丈
暁
に
は
読
み
取
っ
た
も
の
を
更
に
高
い
次
元
で
再
構
成
す
る

才
能
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
『
花
屋
日
記
』
を
百
蕉
研
究
の
書
物
と

す
れ
ば
不
十
分
な
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
が
、
芭
蕉
の
直
弟
子
の
書
物
を
読
み
こ

ん
だ
作
家
に
よ
る
再
構
成
の
創
作
物
と
見
れ
ば
、
こ
の
後
に
挙
げ
る
作
家
・
詩

料
を
集
め
、
集
め
た
材
料
を
誠
L
や
か
に
綴
く
り
合
せ
る
上
に
、
相
嘗
の

苦
心
を
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

然
し
も
と
も
と
是
が
、
後
人
の
頭
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
以

上
、
丈
暁
が
い
く
ら
材
料
を
集
め
る
の
に
骨
を
折
り
、
い
く
ら
集
め
た
材

料
を
綴
く
り
合
せ
る
事
に
骨
を
折
っ
た
と
し
て
も
、
到
る
所
に
誤
謬
が
あ

り
、
到
る
所
に
矛
盾
が
出
て
来
る
の
は
、
蓋
し
巳
む
を
得
な
い
事
で
あ
っ

た。

確
か
に
、
小
宮
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
こ
の
作
品
の
中
に
は
芭
蕉
の
亡
骸
を

義
仲
寺
に
埋
葬
す
る
際
の
導
師
で
あ
る
直
愚
上
人
を
「
異
愚
上
人
」
と
す
る
な

ど
創
作
と
い
う
よ
り
は
誤
謬
と
捉
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
参
考
と
し
た
と

さ
れ
る
作
品
と
の
比
較
を
し
て
み
て
も
「
引
用
」
と
い
う
に
は
無
理
の
あ
る
箇

所
も
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
を
以
下
に
一
不
す
。
二
つ
の
場
面
は
両
方
と
も

病
床
に
あ
る
芭
蕉
の
下
に
蕉
門
の
十
哲
の
ひ
と
り
で
あ
る
其
角
が
登
場
す
る
場

面
だ
。

ρo 
q
L
 

十
一
日
朝
ま
た
/
¥
時
雨
す
。
お
も
ひ
が
け
な
く
、
東
武
の
其
角
き
た

る
。
是
は
東
武
の
誰
彼
同
伴
に
て
参
宮
の
序
、
和
州
・
紀
州
を
打
め
ぐ

り
、
泉
州
よ
り
浪
華
に
入
り
し
が
、
は
か
ら
ず
も
師
の
労
り
お
は
す
と
聞

き
つ
け
、
そ
こ
此
処
と
た
づ
ね
ま
は
り
、
漸
に
か
け
つ
け
た
り
。
(
『
花
屋

日
記
』
)

人
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
文
筆
力
の
高
い
作
家
で
あ
っ
た
と
位
置
付
け
直
す
こ

と
が
で
き
る
。

悪
意
が
あ
っ
て
こ
の
作
品
を
書
い
た
と
受
け
取
る
よ
り
は
、
文
暁
の
学
ん
だ

軌
跡
を
追
い
、
芭
蕉
伝
承
の
一
資
料
と
捕
え
る
方
が
芭
蕉
研
究
を
深
化
さ
せ
る

視
座
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

つ
ぎ
に
、
こ
の
作
家
・
作
品
に
肯
定
的
な
評
価
を
与
え
た
人
物
た
ち
の
一
言
説

を
ま
と
め
た
い
。

『
花
屋
日
記
」
の
校
訂
者
と
し
て
は
、
先
に
述
べ
た
小
宮
氏
が
有
名
で
あ
る

が
、
岩
波
書
庖
が
文
庫
化
す
る
前
に
も
本
作
は
翻
刻
し
出
版
さ
れ
て
い
る
。
籾

山
庭
後
校
訂
『
花
屋
日
記
」
俳
書
堂
・
昭
和
元
年
(
一
九
二
六
)
で
あ
る
。
校

訂
者
の
籾
山
は
巻
末
で
校
訂
余
語
と
題
し
て
「
花
屋
日
記
』
が
、
な
ぜ
偽
書
と

判
断
さ
れ
る
の
か
を
原
因
を
明
確
に
述
べ
た
後
で
、
偽
書
だ
と
し
て
も
名
著
は

名
著
と
作
品
白
体
に
関
し
て
も
評
価
を
下
し
て
い
る
。
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「
花
屋
日
記
」
は
偽
書
な
る
べ
し
と
説
く
者
あ
り
。
予
も
亦
そ
の
疑
を
抱

く
者
の
数
に
漏
れ
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
そ
の
偽
書
た
る
を
明
か
に
す
べ

き
誼
左
あ
る
に
あ
ら
ず
。
た
ず
多
く
の
俳
人
期
さ
ず
し
て
皆
此
疑
を
抱
け

る
に
す
ぎ
ず
。
市
し
て
か
〉
る
疑
惑
の
生
ず
る
原
因
の
一
一
一
を
挙
ぐ
れ

ギ
J
E

、
(
ご
元
禄
七
年
に
於
い
て
、
か
ば
か
り
具
さ
に
記
述
さ
れ
た
る
日
記
が
、

何
故
に
約
百
二
十
年
後
の
文
化
七
年
に
至
り
て
、
突
如
と
し
て
初
め
て
現

れ
た
る
か
。



(
二
)
文
暁
何
故
に
そ
の
書
の
は
し
書
に
、
こ
の
草
稿
を
得
る
に
至
り
た

る
経
路
を
語
ら
ざ
り
し
か
。

(
三
一
)
門
弟
代
る
/
¥
記
し
た
り
と
い
ふ
文
章
の
、
何
分
に
も
同
一
文
致

に
属
す
る
こ
と
。
同
じ
く
書
中
の
消
息
丈
が
往
復
と
も
同
一
の
語
調
に
出

た
る
こ
と
。

こ
の
コ
一
つ
を
主
た
る
原
因
と
し
つ
つ

偽
書
な
り
と
も
、
偽
書
な
ら
ず
と
も
、
「
花
屋
日
記
」
は
不
朽
の
名
著
作

な
り
。

と
し
て
、
正
岡
子
規
『
聖
書
屋
俳
童
の
以
下
の
箇
所
を
引
用
し
て
い
る
。

こ
》
に
一
大
奇
書
あ
り
。
題
し
て
「
芭
蕉
翁
反
古
文
」
と
云
ふ
(
大
蟻
の

編
め
る
反
古
文
と
は
別
物
な
り
)
、
或
は
「
百
蕉
談
花
屋
実
記
」
と
も

「
花
屋
日
記
」
と
も
い
云
ふ
。
芭
蕉
終
罵
の
日
記
な
り
。
(
其
角
の
書
け
る

日
記
な
ど
は
此
日
記
な
ど
に
拠
り
て
作
る
)
。
こ
は
元
禄
七
年
九
月
二
十

一
日
に
起
こ
り
て
芭
蕉
死
後
の
葬
送
遺
物
の
顛
末
に
ま
で
及
ベ
り
。
惟

然
・
次
郎
兵
衛
・
支
考
・
去
来
等
病
林
に
侍
し
代
る
/
¥
に
記
し
た
る
者

に
し
て
芭
蕉
の
容
健
言
行
よ
り
門
人
の
吟
詠
知
人
の
訪
問
等
迄
一
々
に
書

き
つ
け
て
漏
ら
す
こ
と
な
し
。
一
読
す
れ
ば
即
ち
偉
人
が
最
期
の
行
状
日

に
見
る
が
如
し
実
に
世
界
の
一
大
奇
書
な
り
。
而
し
て
此
書
始
め
て
梓
に

上
り
た
る
は
文
化
七
年
な
ら
ん
か
。
芭
蕉
死
後
百
数
十
年
間
人
の
僅
底
に

に
安
る
も
の
対
あ
る
こ
と
は
盤
側
と
し
て
ゐ
る
。

そ
し
て
、
小
島
政
二
郎
『
明
治
の
人
間
』
昭
和
四
十
一
年
(
一
九
六
六
)

「
花
屋
日
記
」
と
い
う
の
は
、
肥
後
八
代
の
丈
暁
と
い
う
坊
さ
ん
が
、
芭

蕉
没
後
百
十
六
年
目
に
当
る
文
化
七
年
に
、
さ
も
さ
も
芭
蕉
の
病
床
、
臨

終
葬
儀
の
実
際
に
居
合
わ
せ
た
よ
う
に
書
い
た
日
記
で
あ
る
。
無
論
、
其

角
・
支
考
・
路
通
な
ど
の
書
い
た
当
時
の
参
考
書
が
あ
る
に
せ
よ
、
そ
う

い
う
大
胆
不
敵
な
こ
と
を
企
て
る
だ
け
あ
っ
て
、
対
闘
叫
川
引
川
州
劃
制

司
司
問
1
刺
同
対
朝
叫
リ
引
剖
川
斗
叶
は
、
長
い
間
大
勢
の
人
が
彼
の
摘

し
に
掛
か
っ
て
い
た
ほ
ど
実
感
に
富
ん
で
い
る
。
明
朝
出
斗
州
聞
記
剖
倒

劃
U
司
寸
寸
輯
刈
叫
什
引
け
れ
ど
も
と
も
と
一
種
の
創
作
と
し
て
読
め
ば
差

支
え
あ
る
ま
い
。

創
伺
叶
リ
寸
柑
矧
リ
社
場
制
可
制
料
同
割
剤
叫
寸
由
調
謝
制
閣
副
司
』
却

制

q↓
到
日
制
可
制
湖

q↓
相
判
記
司
剖
叫
倒
川
寸
川
副
刑
判
H
1引

州
出
村
』
引
制
対
剰
刺
叶
剖
U

1
剖
境
対
剰
刺
引
1
詞
刈
剖
倒
引
制
什
同

引
叫
捌
叫
川
副
副
州
川
剖
剖
剖
剖
旭
川
叫
寸
刑
制
朝
岡
剖
矧
寸
寸
川
副
叶

だ
か
ら
、
こ
の
日
記
が
創
作
だ
と
分
っ
て
か
ら
も
、
愛
読
す
る
人
が
跡
を

絶
た
な
い
の
も
、
少
な
か
ら
ざ
る
困
対
科
刻
刻
証
拠
で
あ
ろ
う
。
芥
川
龍

之
介
な
ど
は
、
こ
の
日
記
を
粉
本
に
し
て
「
枯
野
抄
」
を
書
き
、
激
石
の

病
床
を
取
り
巻
く
門
弟
達
の
心
中
を
剖
刺
1
対
朝
引
制
倒
は
側
副

U
1剖

割
リ
司
川
副
司
剖
割
当
剛
伺
朝
出
制
伺
側
副
欄
剖
利
同
引
引
調

d
d叶

あ
り
て
能
く
保
存
せ
ら
れ
た
る
は
我
等
の
幸
福
に
し
て
芭
蕉
の
名
誉
な

h
円
ノ
。

こ
の
よ
う
に
、
『
花
屋
日
記
』
は
誠
実
さ
に
作
業
と
意
識
に
よ
っ
て
書
か
れ

た
と
誤
解
を
受
け
て
し
ま
う
よ
う
な
表
面
的
な
脆
さ
を
含
む
が
、
内
容
を
紐
解

く
と
創
作
物
と
し
て
の
価
値
は
あ
る
と
い
う
こ
と
が
籾
山
氏
と
子
規
の
言
説
か

ら
見
え
て
く
る
。
さ
ら
に
、
創
作
物
と
し
て
の
側
面
か
ら
、
要
す
る
に
、
文
暁

の
文
筆
力
に
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
言
説
を
以
下
に
あ
げ
た
い
。

最
初
は
、
島
崎
藤
村
『
飯
倉
だ
よ
り
』
大
正
十
年
(
一
九
一
一
一
)

で
あ
る
。
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芭
割
問
の
弟
子
週
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
花
屋
旦
制
同
|
は
芭
蕉
が
臨
終
の
記

録
と
し
て
、
吾
国
の
文
的
晶
子
の
中
で
も
稀
に
見
る
ほ
ど
パ
セ
チ
ッ
ク
な
も
の

だ
。
利
叫
↓
柑
周
荷
叶
は
刻
刻
到
剤
叫
剖
伺
叫
対
割
判
引
制

1
d引
料
吋

羽
周
回
剖
同
剖
劉
引
制
叶

次
に
、
室
生
犀
星
『
芭
蕉
襟
記
」
昭
和
三
年
(
一
九
二
八
)

花
屋
町
間
は
丈
酬
の
偽
何
司
、
酬
の
怖
と
し
て
の
み
像
世
を
間
ふ
べ
き

で
あ
ら
う
(
中
略
)
併
し
不
思
議
な
こ
と
は
花
屋
日
記
の
中
仁
あ
る
或
る

詩
情
あ
怜
端
粛
さ
だ
け
は
、
何
人
も
そ
の
嘗
時
の
病
臥
の
芭
蕉
と
そ
の

周
囲
を
男
都
弗
と
す
る
に
足
り
る
こ
と
で
あ
る
。
明
叫
叫
瑚
調

U
U司
倒
何

こ
れ
ら
を
並
べ
て
み
る
と
、
大
正
の
頃
ま
で
は
文
暁
と
い
う
芭
蕉
の
直
弟
子

に
よ
る
作
品
と
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
昭
和
に
な
る
と
直
弟
子
の
書
い
た

実
記
で
は
な
く
創
作
と
し
て
扱
わ
れ
始
め
る
。
し
か
し
、
そ
の
当
時
の
学
者
た

ち
は
「
偽
書
」
「
偽
作
」
と
い
っ
て
こ
の
作
品
を
軽
ん
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
た
だ
し
、
作
家
や
詩
人
な
ど
に
は
、
文
暁
の
文
筆
力
に
着
目
し
高
い
評
価

を
与
え
て
い
た
人
物
も
一
定
数
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
今
ま
で

指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
『
花
屋
日
記
』
研
究
の
不
十
分
な
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
。

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
著
名
な
作
家
・
詩
人
・
碩
学
の
聞
で
も
評
価
が

分
か
れ
る
『
花
屋
日
記
』
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
評
価
が
別
れ
た
原
因
は
何

故
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
、
本
作
が
童
聞
か
れ
た
一
八
0
0年
代
の
俳
壇
に
お
け
る

芭
蕉
の
描
き
方
と
し
て
は
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
俳
藷
の
歴
史
と
対
比
し
て
み
る
と
わ
か
る
。
こ
の
時
期
は
、

芭
蕉
顕
彰
の
隆
盛
期
で
あ
り
、
す
で
に
芭
蕉
は
俳
人
が
手
本
と
し
て
目
指
す
対

象
と
い
う
よ
り
も
「
神
」
と
し
て
崇
め
泰
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
寛
政
二
年

(
一
七
九
O
)
に
加
藤
暁
台
が
二
条
家
か
ら
、
連
歌
宗
匠
最
高
の
称
号
で
あ
る

「
花
の
本
宗
匠
」
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
起
因
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
谷
地
快
一

氏
が
『
連
句
の
世
界
』
の
中
で
解
説
し
て
い
る
。
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歌
道
・
古
今
伝
授
の
学
統
と
し
て
知
ら
れ
る
二
会
全
か
そ
の
権
威
を
復
活

さ
せ
、
俳
諾
を
和
歌
・
連
歌
の
伝
統
に
つ
な
が
る
正
当
な
学
芸
と
し
て
追



認
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
文
学
運
動
が
こ
う
し
た
権
威

に
倭
小
化
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
蕉
風
復
興
運
動
が
形
骸
化
し
て
い
く

始
ま
り
を
意
味
し
た
。

ま
た
同
氏
は
、
蕉
風
復
興
運
動
が
形
骸
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
芭
蕉
と
い
う

人
物
が
ど
う
な
っ
て
い
っ
た
か
を
同
書
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い

る。

俳
話
を
趣
味
と
し
て
享
受
す
る
底
辺
の
拡
大
に
伴
い
、
芭
蕉
は
復
古
の
対

象
と
は
な
り
得
ず
、
風
雅
の
守
護
神
で
あ
り
絶
対
者
と
な
っ
て
い
く
。
こ

う
し
て
神
格
化
さ
れ
た
芭
蕉
伝
説
は
、
俳
譜
師
と
い
う
芭
蕉
を
商
う
商
人

に
よ
っ
て
経
済
圏
を
広
げ
、
地
方
へ
と
市
場
を
広
げ
た
。

文
暁
が
生
き
て
い
た
時
代
の
俳
壇
に
お
い
て
、
百
蕉
は
神
格
化
さ
れ
芭
蕉
の

生
き
た
姿
は
伝
説
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
地
方
に
商
品
と
し
て

届
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
九
州
に
や
っ
て
く
る
俳
諾
師
は
、
丈

暁
の
よ
う
な
「
俳
譜
道
」
の
探
求
者
で
は
な
く
、
「
芭
蕉
伝
説
」
と
い
う
商
品

を
商
、
っ
商
人
に
成
り
下
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
民
衆
に
対
し
て
誠
実
に
「
俳

譜
道
」
を
説
こ
う
と
し
て
い
る
地
方
の
俳
諸
宗
匠
の
目
線
に
立
て
ば
、
こ
の
事

実
は
甘
ん
じ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
俳
壇
の
流
れ
に
憂
い
を
抱
き
書
か
れ
た
の
が
『
花
屋
日
記
』
で
あ
る
。

が
あ
る
が
、
出
所
は
門
人
等
で
あ
る
の
で
す
べ
て
が
正
し
い
と
は
思
え
な
い
。
」

三
つ
目
に
、
「
芭
蕉
の
こ
と
は
芭
蕉
の
行
状
の
姿
に
求
め
る
べ
き
だ
o
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
、
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
文
暁
は
世
の
中
が
芭
蕉
を
神
格
化
し
て
い
く
中
に
お

い
て
、
冷
静
に
芭
蕉
伝
説
を
分
析
し
て
い
る
。
「
尊
敬
す
れ
ど
も
美
化
は
せ

ず
。
」
俳
譜
の
祖
で
あ
る
芭
蕉
を
見
つ
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
文
化
七
年
(
一

八一

O
)
の
地
方
俳
壇
に
い
な
が
ら
、
現
代
人
的
な
感
覚
で
芭
蕉
を
分
析
し
て

い
る
と
い
え
る
。
こ
こ
か
ら
、
文
暁
が
聡
明
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。引
用
箇
所
の
後
半
部
分
を
見
る
と
、
「
今
の
人
た
ち
は
芭
蕉
の
口
真
似
を
し

て
芭
蕉
の
本
質
を
見
て
い
な
い
o
」
と
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
嘆
か

わ
し
い
こ
と
と
し
、
「
一
小
冊
子
を
著
し
て
」
「
風
雅
を
以
て
今
日
の
資
料
と

す
o
」
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
が
『
花
屋
日
記
』
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
芭
蕉
を
語
っ
て
金
儲
け
を
企
て
た
わ
け
で
も
自
身
の
名
を
売
ろ
う

と
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
一
人
の
俳
諸
宗
匠
と
し
て
誠
実
に
芭
蕉
の
生
き
た
姿

を
正
し
く
一
般
の
人
に
伝
え
よ
う
と
自
身
の
丈
筆
力
と
知
識
を
使
っ
た
の
で
あ

る。
丈
暁
が
描
い
た
芭
蕉
は
神
と
し
て
の
芭
蕉
で
は
な
く
、
毎
日
鹿
を
下
し
、
我

が
ま
ま
を
い
い
、
弱
っ
て
い
く
た
だ
の
老
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
各

地
か
ら
弟
子
が
集
ま
り
、
世
話
し
心
配
す
る
。
そ
し
て
、
最
後
ま
で
俳
譜
に
遊

び
な
が
ら
、
弟
子
た
ち
と
人
間
味
の
あ
る
最
期
の
ひ
と
時
を
過
ご
す
。
そ
の
よ

う
な
芭
蕉
が
『
花
屋
日
記
』
の
中
に
は
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
俳
諸
宗
匠
で
あ

り
、
浄
土
真
宗
の
僧
で
あ
っ
た
俳
僧
丈
暁
が
描
き
出
し
た
世
界
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
こ
の
『
花
屋
日
記
」
と
い
う
世
界
観
は
文
暁
に
し
か
創
り
出
す
こ
と
の

丈
暁
は
、
『
花
屋
日
記
』
の
執
筆
理
由
を
こ
の
作
品
を
書
き
上
げ
る
直
前
、

文
化
七
年
(
一
八
一

O
)
に
「
漫
書
」
と
題
し
た
書
物
に
記
し
て
い
る
。

夫
芭
蕉
翁
に
示
教
の
書
な
し
。
門
人
等
に
対
し
て
は
唯
風
詠
の
み
に
し
て

終
に
風
雅
の
骨
法
を
説
か
す
。

数
ケ
の
論
説
あ
る
は
多
く
門
人
等
に
出
て
、
其
義
匝
々
に
し
て
紛
雑
す
。

故
に
取
へ
き
あ
り
捨
へ
き
あ
り
。

是
は
翁
の
素
意
を
さ
ぐ
り
得
さ
る
か
故
也
。
抑
翁
は
俳
譜
師
に
あ
ら
す
、

俳
譜
を
も
っ
て
隠
逸
禅
中
の
遊
戯
三
一
味
な
る
か
ら
、
生
涯
居
を
定
め
す
、

青
山
白
雲
を
友
ざ
し
て
半
日
の
糧
を
貯
へ
す
、
天
下
に
周
遊
し
、
雲
の
如

く
風
の
如
し
。
其
事
は
生
涯
の
行
状
に
し
る
へ
し
。

(
略
)

今
下
流
の
人
俳
譜
発
句
の
百
蕉
を
知
て
、
音
陳
唱
の
み
に
遊
ん
て
禅
中

わ
ず
か

隠
逸
の
芭
蕉
を
し
ら
す
。
か
る
か
ゆ
へ
に
縫
に
一
小
冊
子
を
著
し
て
は
鼓

を
鳴
し
て
是
を
市
に
佑
る
。
風
雅
を
以
て
今
日
の
資
料
と
す
。
是
翁
の
本

情
な
ら
ん
や
。
鳴
呼
嵯
嘆
す
べ
き
事
也
。
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こ
の
『
漫
書
』
の
引
用
箇
所
の
前
半
部
分
は
丈
暁
の
芭
蕉
観
が
語
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
一
つ
目
に
「
芭
蕉
が
書
い
た
俳
諸
に
関
す
る
書
物
は

な
く
、
弟
子
た
ち
対
し
て
も
唯
々
俳
譜
に
遊
ん
だ
だ
け
で
、
そ
の
原
理
・
原
則

の
よ
う
な
も
の
を
説
い
た
こ
と
は
な
い
。
」

二
つ
目
に
、
「
い
く
つ
か
芭
蕉
が
俳
諸
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
を
記
す
も
の

で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
旧
来
の
俳
文
学
の
研
究
で
明
る
み
に
出
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

『
俳
諾
芭
蕉
談
』
『
花
屋
日
記
』
の
編
著
者
文
暁
に
つ
い
て
、
略
年
譜
で
人
生
を

整
理
し
た
上
で
八
代
の
俳
諸
宗
匠
と
し
て
の
業
績
に
触
れ
た
。

そ
の
中
か
ら
、
大
き
く
二
つ
の
業
績
を
取
り
上
げ
た
。
一
つ
目
に
、
『
去
来

抄
』
「
故
実
」
を
長
崎
の
外
尾
氏
宅
か
ら
一
般
に
「
故
実
」
が
世
に
出
た
と
さ

れ
る
よ
り
も
早
く
に
発
見
し
『
俳
諾
芭
蕉
談
』
の
一
部
と
し
て
い
た
こ
と
。

二
つ
目
に
、
『
花
屋
日
記
』
と
い
う
後
世
の
批
評
を
二
分
し
た
作
品
に
つ
い

て
旧
来
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
資
料
を
も
と
に
、
文
暁
が
誠
実
に
芭
蕉
伝
承

の
一
環
と
し
て
創
作
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
た
。
と
も
す
る
と
価
値
の
な
い

も
の
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
『
花
屋
日
記
」
と
丈
暁
で
あ
る
が
、
決
し
て

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
文
人
た
ち
の
評
価
を
参
看
す
る
こ
と

で
今
回
証
明
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
文
暁
は
芭
蕉
顕
彰
運
動
が
盛
隆
を
迎
え
て
商
品
化
さ

れ
て
し
ま
っ
た
芭
蕉
伝
説
が
地
方
に
伝
播
す
る
中
で
、
愚
直
に
芭
蕉
と
い
う
人

の
拓
い
た
道
を
追
求
し
続
け
た
一
生
を
送
っ
た
人
物
と
い
え
る
。

丈
暁
の
芭
蕉
観
を
見
る
と
『
花
屋
日
記
』
で
文
暁
の
描
き
出
し
た
芭
蕉
像
は

人
間
芭
蕉
の
人
生
の
本
質
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
同
時
代
の
亜
流
の
人
々
の
様
子
へ
の
危
倶
を
読
む
と
丈
暁
の
行
っ

た
資
料
収
集
や
編
集
・
創
作
活
動
は
体
裁
と
し
て
完
壁
な
も
の
で
は
な
か
っ
た

に
し
て
も
、
そ
の
心
底
に
あ
る
勤
勉
誠
実
な
俳
詰
宗
匠
の
す
が
た
は
、
も
っ
と

尊
敬
さ
れ
肯
定
的
に
研
究
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

可
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さ
ら
に
、
芭
蕉
を
尊
敬
し
つ
つ
も
美
化
を
し
な
い
公
明
正
大
な
態
度
こ
そ
、

現
代
に
お
い
て
俳
請
や
芭
蕉
を
研
究
す
る
我
々
に
も
必
要
な
態
度
で
あ
る
と
改

め
て
学
ば
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
浄
土
真
宗
の
僧
で
も
あ
っ
た
文
暁
は
俳
譜
と
い
う
百
蕉
の
遺
し
た

「
道
」
に
よ
っ
て
民
衆
を
導
こ
う
と
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
守
閣
墨
田
』
の
「
今
下

流
の
人
俳
諾
発
句
の
芭
蕉
を
知
て
、
音
陳
唱
の
み
に
遊
ん
て
禅
中
隠
逸
の
芭

わ
ず
か

蕉
を
し
ら
す
。
か
る
か
ゆ
へ
に
橡
に
一
小
冊
子
を
著
し
て
は
鼓
を
鳴
し
て
是
を

市
に
佑
る
o
」
を
見
る
と
わ
か
る
。
「
市
に
佑
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
丈
暁
の

眼
中
に
あ
っ
た
の
は
上
流
階
級
で
は
な
く
庶
民
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
青
蓮
院
や
俳
文
学
史
の
表
舞
台
で
活
躍
す
る
よ
う
な
俳
人
と
の
つ
な
が
り

も
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
和
歌
・
俳
諾
の
名
人
と
し
て
名
を
馳
せ
る

こ
と
も
夢
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
文
暁
は
庶
民
を
選
ん
だ
。

こ
れ
は
、
浄
土
真
宗
が
庶
民
に
向
け
て
教
え
を
広
め
て
い
っ
た
こ
と
と
無
関
係

で
は
な
い
は
ず
だ
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
文
暁
は
肥
後
国
八
代
の
俳
譜
宗
匠
と
し
て
、
浄
土
真
宗

の
寺
の
住
持
と
し
て
誠
実
に
俳
詰
の
道
と
仏
道
を
歩
ん
だ
俳
僧
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
を
証
明
し
た
。

、迂(1)
尾
形
仇
・
井
本
農
一
ほ
か
編
『
俳
文
学
大
辞
典
』
角
川
書
庖
二
O
O
八
年
一
月

の
『
俳
諾
芭
荏
総
監
『
花
屋
日
記
』
の
項
を
も
と
に
し
た
。
い
ず
れ
も
、
大
内
初

夫
氏
が
執
筆
さ
れ
て
い
る
。

(2)
山
田
章
則
編
『
木
綿
葉
』
第
二
号
二
O
O
八
年
一
一
一
月
発
行
の
中
に
あ
る
正
教
寺

現
住
職
で
あ
る
藁
井
信
恒
氏
の
文
章
を
参
照
し
た
。
こ
れ
は
、
同
氏
を
訪
ね
た

際
に
頂
戴
し
た
も
の
で
あ
る
。

(3)
一一
O
土
ハ
年
に
正
教
寺
を
訪
ね
た
際
に
先
の
戦
争
の
折
紛
失
し
、
『
市
晴
墨
田
』
は
現

存
し
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
回
は
黒
田
源
次
『
芭
蕉
翁
停
』
の
中
に
あ

る
『
漫
童
基
の
翻
刻
を
引
用
し
た
。

【
そ
の
他
参
考
文
献
】

・
黒
田
源
次
『
芭
蕉
翁
惇
』
富
山
一
房
一
九
二
六
年
七
月

-
正
岡
子
規
『
綴
祭
室
田
屋
俳
童
岩
波
書
庖
一
八
九
三
年
十
一
月

・
島
崎
藤
村
『
飯
倉
だ
よ
り
』
岩
波
書
庄
一
九
一
一
一
年
十
月

-
籾
山
庭
後
校
訂
『
花
屋
日
記
』
俳
童
日
堂
一
九
二
六
年
一
月

・
室
生
犀
星
「
芭
蕉
襟
記
』
一
一
一
笠
書
房
一
九
二
八
年
五
月

・
小
宮
豊
隆
校
訂
『
花
屋
日
記
」
岩
波
書
庄
一
九
三
五
年
十
月

・
小
島
政
二
郎
「
明
治
の
人
間
』
鶴
書
房
一
九
六
六
年
二
月

-
大
内
初
夫
『
近
世
九
州
俳
壇
史
の
研
究
』
九
州
大
学
出
版
一
九
八
三
年
一
一
一
月

-
復
本
一
郎
『
本
質
論
と
し
て
の
近
世
俳
論
の
研
究
』
風
間
書
房
一
九
八
七
年
四
月

・
谷
地
快
一
・
佐
藤
勝
明
ほ
か
編
『
一
連
句
の
世
界
』
新
典
社
一
九
九
七
年
四
月

-
A
7
泉
準
一
『
一
注
解
芭
蕉
翁
終
罵
記
上
宝
井
其
角
「
芭
蕉
翁
終
駕
記
」
を
読
む
』

う
ぶ
ず
な
書
院
二
O
O
二
年
七
月
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